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デ
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仰
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。
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。
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も
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は
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す
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だ
る
か
ら
生
き
て
い
る
っ
ち
に
財
産
を
。
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て
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市
に
し
ポ
し
た
υ

次のロ勺

H

J

十
弘
、

イ
人

J

V

I

-

ゆ
川
片
付
の
め
抑
制

。
ど
の
よ
…
つ
ぺ
人
が
加
入
す
る
の
が

。
似
険
料
山
川
め
方

。
保
険
料
の
免
除
の
つ
け
か
た

一
人
」
年
金
は
ど
ん
な
と
き
も
守
り
え
る
か

結帰νーズンです。結婚の申込み、|骨談、挙

式には、当相談所をぜひご利用ください。

と き→日曜日を除いて旬日午前中

ところ→大洲市公会堂 日本間

本目談員〉島問カガヱ

大洲市結婚姻談所



昭和 38年 12月 10 

こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
う
で
し
た
。
一
(
団
体
)
大
洲
ク
ラ
ブ
(
個
人
)
吋
現
在
に
お
け
る
大
洲
電
報
電
話
局
の
当
局
区
内
に
叩
個
あ
り
ま
す
。
松
山
、
内
子
へ
の
通
話
は
市
内
通
号
を
告
げ
て
、
受
話
器
そ
茸
に
あ

次

回

か

ら

各

地

区

体

協

、

公

民

館

、

一

野

修

二

、

中

岡

和

子

事

業

の

あ

ら

ま

し

と

サ

ー

ビ

ス

状

況

を

ι地
域
団
体
加
入
電
話
語
と
同
じ
よ
う
に
、
直
接
に
ご
自
て
た
ま
ま
お
待
ち
に
な
る
と
す
ぐ

職
域
と
も
，
真
の
ス
ポ
ー
ツ
を
理
解
し
@
柔
道
(
警
察
同
省
体
育
館
)
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
電
話
局
か
ら
遠
く
離
む
長
山
、
漁
分
で
ダ
イ
ヤ
ル
を
お
廻
し
に
な
れ

J

o

つ
な
が
り
ま
す
。
料
金
は
初
め
は

多
数
選
手
の
参
加
を
願
い
、
さ
ら
に
よ
一
(
団
)
六
洲
柔
道
会
(
個
)
長
田
靖
ト
加
入
電
話
村
な
ど
て
た
く
さ
ん
の
電
話
加
入
ば
相
手
が
出
ま
す
。
料
金
は
松
山

3
分
ま
で
あ
と
は
1
分
ご
と
に
料

い

成

果

を

収

め

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

一

彬

努

年

9
月
末
で
電
話
加
入
数
は
千
二
希
望
者
が
あ
る
場
合
な
ど
に
、
こ
の
引
は
引
秒
、
内
子
は
一

ω秒
ご
と
に
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

当
局
で
は
課
ん
で
い
ま
す
。
一
。
剣
道
(
北
中
体
育
館
)
百
と
な
り
ま
し
た
が
、
公
社
で
は
電
希
望
者
が
集
ま
っ
て
組
合
を
つ
く
り

7
円
か
か
り
ま
す
0

3

早
く
な
っ
た
電
報
の
機
械
化

p

競
技
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
、
優
一
(
団
)
肱
北
A
「
幼
」
大
洲
北
中
「
話
の
需
要
に
こ
た
え
る
た
め
、
逐
次
公
社
と
契
約
し
て
設
置
す
る
電
語
で
・
か
け
方
公
社
で
は
電
報
の
機
機
他
を
す
す
め

従
来
の
市
詰
需
育
大
会
に
代
る
一
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
一
後
各
会
場
に
わ
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
勝
者
に
は
優
勝
杯
と
賞
状
が
、
二
位
一
一
一
一
巴
大
洲
一
室
百
」
(
一
般
)
八
設
置
数
奇
草
し
て
お
り
ま
す
。
個
々
に
璽
宮
つ
け
る
よ
り
議
費
松
山
へ
は
「
O
八
九
九
」
と
局
番
目
で
は
松
山
、
高
松
が
機
械
管

官

日

時

一

時

甘

一

品

目

立

目

前

九

九

日

前

計

れ

れ

一

一

宮

に

お

一

軒

当

臨

時

贈

ら

号

し

た

。

一

諮

問

日

間

域

」

j
じ

同

日

立

時

一

一

時

諮

一

時

相

吉

4

1

2

1

1

1

t

!

万

年

沼

郡

明

日

比

較

弘

行

以

一
月
三
日
に
わ
た
り
聞
き
ま
し
た
o

は
一
ド
で
学
校
関
係
の
陸
毒
技
を
点
く

τそ
千
人
余
の
精
鋭
が
そ
れ
ぞ
れ
地
域
一
一
寄
球
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
(
書
)
明
治
四
十
四
年
十
二
月
で
、
当
時
は
電
つ
か
な
い
宮

E

自

動

化

一

週

年

を

迎

え

て

一

一

一

四

日

ひ

き

つ

づ

さ

れ

ま

し

た

。

じ
め
て
の
催
し
で
も
あ
り
、
ど
っ
か
と
一
一
干
七
日
は
野
球
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
庭
一
壊
を
代
表
し
て
参
加
し
、
日
ご
長
一

O
パ

ト

ミ

ン

ト

ン

一

宮

体

協

一

話

加

入

者

は

六

十

一

個

で

あ

り

ま

し

た

高

い

ま

た

一

電

l
l
i
l
i
-
-
i

い
て
望
の
電
語
⑨
主
要
都
市
あ
て
の
所
要
時
分

案

じ

ら

れ

た

が

、

天

候

に

も

恵

ま

れ

、

百

サ

ッ

カ

ー

、

パ

ト

ミ

ン

ト

ン

の

各

一

え

た

技

を

さ

そ

い

ま

し

た

。

一

(

シ

ン

グ

ル

ス

)

河

田

修

、

祖

母

一

。

ソ

フ

ト

千

ル

(

喜

多

小

)

一

そ

の

後

、

夏

、

経

済

、

文

化

の

め

般

の

人

に

気

軽

番

号

至

急

電

報

普

通

電

話

各
関
係
者
は
も
と
よ
り
市
民
の
み
な
さ
一
試
合
を
行
な
い
ま
し
た

o

十
一
月
=
百
一
各
会
場
、
警
と
も
概
ね
雲
で
互
一
井
純
子
(
ダ
ブ
ル
ス
)
亀
岡
、
品
田
一
建
設
省
一
言
し
い
震
と
と
も
に
、
電
話
の
需
に
利
用
し
て
さ
つ
た
め
の
も
の
で
長
く
、
昭
和
運
度
に
四
国
に
は

O
手

↓

動

即

時

通

話

(

島

の

交

換

手

票

努

努

M国
同
片
付
日
宅
河
湾
何
日
露
か
ら
主
友
重
の
南
中
、
旦
に
震
を
く
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
が
、
は
一
組
、
祖
母
井
、
松
村
組
、
(
更
ロ
ダ
一
O
野
球
(
大
一
局
、
北
中
)
一
票
差
に
増
加
し
て
き
ま
し
た
o

あ
り
ま
す
o
お
居
な
ど
に
あ
る
赤
電
じ
め
て
で
き
た
制
度
で
す
が
、
一
般
に
つ
な
い
で

E-つ
通

話

)

大

阪

?

?

υ

醐

醐

醐

髄

盤

車

輪

欝

中

、

爽

舎

の

主

会

場

で

一

じ

め

て

で

あ

つ

を

い

か

部

に

よ

っ

て

一

プ

ル

ス

)

河

回

、

界

一

大

型

一

草

月

七

日

に

ハ

ン

ド

ル

言

わ

語

、

君

事

設

置

さ

れ

て

お

の

電

話

品

じ

よ

う

に

痛

で

好

評

八

幡

浜

、

八

雲

、

新

谷

、

大

川

神

一

i
w
z

離
輔
鱒
鵠
鱒
麟
鱒
麟
鱒
繍
開
会
式
を
行
な
い
、
終
了
一
は
参
事
l
ム
が
少
く
、
さ
び
し
い
と
一

O
長
(
車
体
育
館
)
一
議
球
「
サ
ッ
カ
ー
」
(
大
高
)
大
洲
一
し
で
か
け
る
旧
式
の
磁
石
式
電
話
か
り
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
布
駅
前
に
は
を
-
つ
け
て
お
り
ま
す
。
長
浜
(
櫛
著
書
)
は
ま
手
広
島
予
告

知

輔

開

制

韓

嘩

灘

鱗

欝

鱗

鍵

離

よ

j
一議吋
J
F
J
g
L幾
人
;
縫
綴
鱒
鱗
繍
鱒
難
輯
輔
織
機
一
雪
道
(
大
高
)
一
新
し
く
自
動
電
話
に
き
り
か

FEれ
て
ボ
ッ
ク
ス
公
衆
電
京
あ
り
ま
す
。
平
野
地
区
(
沼
)
と
南
久
米
地
区
(
に
交
換
手
の
つ
な
ぐ
即
時
書
で
熊
本
?
?

購

臨

額

融

機

畿

響

機

織

機

軸

覇

一

一

¥
J
h藤
議
機
¥
騒
騒
離
輔
繍
畿
一
「
一
般
」
倉
本
部
、
古
川
臨
(
高
校
了
」
こ
に
一
週
年
を
辿
え
る
こ
と
が
で
き

3
農

村

公

衆

電

話

相

)

に

設

置

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

す

0

(

全

車

均

)

デ

手

輔

鶏

設

機

鱒

鱗

鱒

麟

機

轡

鰯

山

口

ぷ

二

翻

機

機

、

織

機

麟

藤

麟

織

機

一

)

武

田

信

一

ま

し

う

告

で

に

寄

せ

ら

れ

ま

し

公

社

は

昭

和

知

年

度

か

農

山

、

漁

民

ψ

市

外

通

話

の

即

時

化

。

か

け

方

融

麟

藤

一

議

離

離

選

一

21
将
一
一
一
議
…
:
暴
騰
機
藤
監
欝
畿
一
。
庭
球
(
大
官
同
)
一
一
宮
、
富
永
組
一
た
み
な
さ
ま
方
の
格
別
の
刊
協
力
に
対
村
な
ど
電
話
の
な
い
部
落
へ
公
衆
電

O
自
動
即
時
通
話
(
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
一

O
八

番

を

ダ

イ

ヤ

ル

し

て

交

換

(

奇

襲

電

車

轟

麟

一

山

一

瞬

融

機

鱗

離

一

、

、

融

撃

事

ん

一

一

十

三

重

機

機

鱗

襲

撃

問

機

一

(

学

体

関

係

は

信

)

一

主

し

て

、

厚

く

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

話

を

と

り

つ

け

て

き

た

お

で

率

直

接

相

手

意

書

)

手

露

び

望

の

局

名

と

電

話

番

磁
開
聞
蝿
盤
鴫
馳
遡
鶴
醸
雛
鶴
嬢
機
織
機
醐
醐
警
護
輔
盟
議
:
一

f〈
JNV級
王
議
譲
譲
総
鰯
繍
翻
関
撃
機
撃
機
燃
側
斜
側
一

輯

瞳

ヤ

十

髄

襲

畿

襲

撃

轍

講

義

鞭

遊

離

麟

鱗

鱒

麟

欝

騒

騒

令

一

機

一

‘

，

i

l

v

:

一
雲
栗
岡
英
武
氏
)
の
局
舎
新
章
一
に
展
開
し
て
お

2す
。
一
大
洲
若
宮
婦
人
会
貯
蓄
組
合
一
大
洲
市
社
会
福
祉
協
賛
一
五

購

離

隣

購

機

織

鱗

磯

醐

闘

機

繍

機

機

騒

麟

麟

麟

盤

麟

麟

機

騒

網

棚

総

一

小

包

年

賀

状

は

早

め

に

一

で

し

た

が

、

こ

の

ほ

ど

護

。

十

二

月

一

N
H
K
は
語
知
の
と
お
り
留
さ
一
大
洲
市
役
所
事
組
合
一

鶴

職

騒

騨

機

機

騒

騒

鋪

醐

醐

一

韓

議

一

J

議

総

一

ぶ

機

鱒

融

轟

轟

鱒

鱒

麟

麟

鱗

問

問

機

一

一

一

一

票

ら

語

舎

で

業

務

を

取

り

扱

っ

一

ま

と

の

受

信

契

約

に

も

と

づ

く

同

語

料

一

豊

富

表

彰

一

r
J
r

ミ
u
f
w
r
y
n
v
k
h
f
e
i

輯

品

購

輯

欝

一

十

関

長

騒

韓

関

臨

輔

麟

鶏

鐸

一

年

末

郵

便

物

で

b
願

い

て

時

い

ま

ま

で

の

市

蓄

の

一

制

球

紅

白

ド

一

軒

町

野

長

ic議

弘

一

醐
醐

f
E鵬
醐

輔

襲

撃

醐

覇

醐

醐

醐

盟

問

事

深

海

麟

震

動

機

畿

臨

機

醸

ぷ

麟

醐

麟

饗

職

職

難

鞠

繍

闘

騒

騒

議

議

議

機

織

線

機

一

一

あ

と

へ

十

二

月

二

日

か

ら

長

洲

成

一

見

て

い

た

だ

き

、

国

民

文

化

の

向

上

に

一

一

幽
閣
時
沼
泊
醐
醐
臨
醜
購
織
麟
臨
髄
臨
臨
臨
臨
臨
問
ゐ
翻
叡
繁
勝
弘
翻
翻
部
灘
灘
勝
機
醐
溜
繍

ι

一

繍

欄

綴

織

灘

鵬

鱒

勝

機

勝

機

織

嬢

灘

繍

必

想

以

臓

機

綴

織

機

織

一

一

一

・

一

栗

由

忠

一

1
3
1
!
i
i
j
r議
鱒

閤

鱗

盤

機

騒

騒

麟

購

品

機

騒

鑓

一

1
、
年
叩
状
京
包
の
莞
ぜ
れ
ば
一

l
Lは直

「

一

豊

富

H

を
属
し
て
お
皇
す
一
役
立
つ
;
撃
と
し
て
露
命
一
(
大
洲
郵
富
貯
金
課
)
一

(

右

)

熱

戦

を

く

り

ひ

ろ

げ

る

剣

韓

関

議

機

構

騒

ふ

総

額

一

E
i
i
j

↑
こ
の
郵
便
局
は
、
意
義
喜
一
議
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
「

1

1

1

1

1

1

一
事
腕
の
冷
え
こ
み
が
ひ
ど
く
す
ま

道

と

(

下

)

卓

球

輔

覇

醐

輔

懇

議

議

機

構

鱒

髄

覇

輯

輯

襲

輔

韓

懇

軒

下

議

機

撃

-

と

く

に

輯

乞

つ

い

た

し

ま

す

の

で

、

一

大

川

郵

便

局

一

務

を

取

り

扱

わ

な

い

郵

便

局

で

郵

便

郵

一

N
H
K
皇

居

契

約

を

結

ん

で

お

一

一

し

た

。

亙

の

し

め

く

く

り

と

撃

の

引
引

HUH-設

m
i
s
s
i
s
一一gHG一
‘

一

時

芯

軒

目

ロ

ド

十

日

て

か

新

築

移

転

一

時

間

同

誌

r
t見
守

お

よ
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話
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rL十日
訪

問

精

夜

間

訪

問

九

月

れ

れ

ゴ

一

時

行

つ

れ

リ

ー

の

た

め

て

計

、

宮

入

、

安

の

住

一

ラ

ジ

オ

・

テ

レ

ビ

の

受

信

章

は

一

行

良

町

時

代

器

包

oup毎
性

時

当

時

一

持

持

込

わ

れ

げ

れ

然
に
行
な
わ
れ
ま
す
o

冬
は
霊
は
高
が
こ
の
層
以
上
に
辻
誌
は
尚
一
に
禁
荒
廃
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
一
所
氏
名
言
つ
奇
苦
言
一
見
や
寸
い
と
こ
ろ
に
一
で
い
た
だ
い
て
閉
る
く
ラ
ジ
オ
・
テ
一
(
干
九
時
)
大
洲
市
公
会
堂
一
に
な
り
ま
す
o

と
く
に
子
供
さ
ん
に
た

ふ

と

ん

を

干

そ

う

要

で

す
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日

目

前
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百
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立

し

小

伺

郵

便

物

に
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必

ず

荷

量
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一
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で
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一
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百

か
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一

レ

ビ

の
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事

す

い

と

こ

ろ

に

一

作

品

引
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を

ょ

う

話
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時

計
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百
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八

一

民

間

長

訪

日

目

一
方
法
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
一
枚
絹
ひ
つ
け
て
お
差
出
し
く
だ
さ
い
三
十
円
ま
で
一
カ
月
間
ラ
ジ
オ
・
テ
一
は
り
ま
し
ょ
う
」
運
動
を
広
く
全
国
的
一
も
し
受
宿
一
契
約
が
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す
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に
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っ
て
一
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南
久
米
毎
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、
目
、
二
十
三
日
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習
慣
を
つ
け
さ
せ
た
ほ
ヨ
が
よ
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の
で

身
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な
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康

法
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に
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万

一

農
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メ
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推
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物

肥
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菅
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よ
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っ
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岳
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が
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携
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て
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の
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-
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る
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、
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、
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ん
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が
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私
た
ち
の
か
ら

一日ζ
は
一
晩
で
約
一

一
ぃ
リ
ッ
ト
ル
、
水
分

一
を
蒸
発
し
て
お
り

一
こ
の
大
部
分
は
当

一
然
寝
具
に
吸
収
さ
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
温
度
ば
一
年
中
で

一
か
り
に
五
キ
ロ
グ
ラ
ぷ
の
フ
ト
ン
を
冬
最
低
で
す
か
ら
、
繁
外
線
の
強
い
晴
天

一
の
日
に
四
J
五
時
間
干
す
と
二
五
O
は
十
分
に
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用
し
た
い
も
の
で
す
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と
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